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完
可
日
本
芸
術
院
を
含
め
て
も
、

｀
口
百
万
｛
一
ら
で
ち
っ
た
誓
、
奈
年
度
予
算
で
は
、
．
紅

十
二
い
豆
百
万
日
か
冒
上
さ
辻
，
、
芦
言
千
言
喜
の
信
び
ぞ
示
し
て
い
る
。

こ
謡
杞
｝
、
木
年
度
予
汀
＇
置
雪
一
千
八
百
二
十
五
万
円
と
比
べ
て
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一
億
六
千
六

百
七
十
万
日
の
仲
び
で
‘
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字
年
戸
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六
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て
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昭和43年度文政行政の戻望

芸

文化局予算ど中

一
昨
年
の

芦
界
の
進
曇
に
伍
し
て
わ
が
国
文
化
の
摂
興
を
は
か
り
｀
ま
た
国
民
生
活
の

化
的
水
亭
定
高
め
る
こ
と
は
f
文
化
国
家
と
し
て
重
要
な
使
命
の
―
つ
で
あ

る
。
文
可
雀
設
筐
去
に
お
い
て
、
文
化
の
振
興
、
普
及
は
文
部
省
の
可
享
と
規

定
さ
訊
，
こ
の
塔
合
の
文
化
と
は
、
「
芸
惰
及
び
国
民
只
楽
、
文
化
財
保
該
去

に
規
定
す
る
文
化
財
、
記
肛
及
び
著
作
詣
な
ら
ひ
に
こ
れ
ら
に
関
す
る
国
民
の

文
化
誇
生
活
同
上
の
た
め
の
活
勘
己
い
う
。
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
問
題
を
こ

の
定
焚
に
茎
づ
く
芸
術
文
化
の
芸
冥
に
区
定
し
、
な
お
、
文
化
尉
保
襲
関
係
の

内
容
は
、
別
攻
に
ゆ
た
ね
る
こ
と
と
し
て
、
文
化
局
の
米
年
度
の
諸
事
業
を
中

心
に
記
す
こ
と
と
す
る
。

ょ

、

扱

助

し

て

て
い
く
芸
術
の
扱
輿
と
、
ひ
ろ
く
国
民
に
す
ぐ
れ
た

会
を
提
供
し
て
、
国
民
の
敦
塾
の
同
上
に
役
え
た
せ

る
芸
術
文
位
の
普
及
の
一
四
加
策
が
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
二
つ
の
側

一
国
を
芸
紺
家
と
芸
術
活
詞
の
自
主
怯
定
尊
言
し
な
か
ら
飼
奇
的
に
伸
長
さ
辻
衣

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
家
で
も
摩
い
。

4

）
，
て
あ
る

新
入
の

団
体
の

芸
術
文

ば
、
文

そ
れ
ぞ

バ

レ

ー

、

ま

た

、

ア

ジ

ア

諸

国

間

の

国

虞

親

善

と

文

化

交
流
の
促
違
に
寄
与
す
る
た
め
、

N
H
K
と
芸
倍
で
ア
ジ
ア
六
か
国
の
弐
表
的

食
曳
戻
芸
詞
口
之
招
へ
い
し
、
，
言
四
国
の
芸
阿
定
ま
じ
え
一
国
立
同
埒
で
一
一
言
口
閏

開
信
す
る
ア
ジ
ア
詞
戻
芸
戸
扇
っ
ほ
か
f
コ
方
互
か
言
王
度
で
覧
惰
す
る
憤

即
r

オ
ペ
ラ
、
バ
レ
‘
ー
・
等
の
特
別
公
演
と
か
ら
な
っ
て
い
る
（
四
、
七
一
ハ
p1
万

円
、
対
箭
年
度
塩
―
―
-
、
一
ハ

0
0
万
円
）
。
四
菜
八
回
呆
戻
退
抜
畏
｝
忍
履
僅
す
る

ほ
か
、
本
年
度
か
ら
実
唸
叩
し
た
中
央
の
各
沢
美
盾
長
の
入
賞
作
品
（
日
本
画
、

洋
画
．
、
彫
刻
）
と
池
方
で
も
鑑
棠
で
き
る
よ
う
「
中
央
展
選
披
展
覧
会
」
を
詞

償
す
る
（
両
辰
合
計
五
七

0
万
円
）
。
国
わ
炉
一
国
の
芸
術
文
化
の
質
的
向
上
を

は

か

り

、

ろ

く

国

民

に

受

容

さ

せ

、

あ

る

い

は

こ

ろ

が

大

き

い

が

、

そ

九

ら

団

体

の

大

郎

分

は

、

の

分
な
活
幻
が
で
き
な
い
の
が
実
惰
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
団
体
の
活
己

長
五
分
警
（
創
作
活
励
f
地
方

-
l
-
へ
—
術
振
興
．
、
青
少
年
等
芸
術
誓
及
、
芸
術
文

侶
揺
殷
充
実
、
芸
術
国
餡
交
浣
）
に
わ
た
っ
て
国
が
訂
訪
気
を
交
付
し
所
期
の

目
的
を
達
成
さ
せ
る
。
特
に
来
年
度
は
、
鱈
台
芸
術
の
創
作
活
勁
に
は
多
類
の

経
費
が
必
要
で
、
公
漠
ご
と
に
赤
字
を
三
じ
、
創
作
公
洟
を
消
芦
的
応
し
て
い

る
の
で
、
こ
の
面
の
助
成
応
重
点
を
置
い
て
霜
助
す
る
（
姉
助
合
計
―
]
-
「
五

0
0
万
円
）
。

次
に
芸
術
文
化
の
督
及
の
百
で
は
、
日
本
年
度
か
ら
℃
次
代
を
に
な
う
青
少

年
に
対
し
す
ぐ
れ
文
芸
術
を
鍔
置
す
ろ
如
会
を
よ
り
多
く
与
え
、
国
民
の
芸
術

呈
賞
詰
．
刀
の
素
よ
を
作
り
、
ひ
い
て
は
、
わ
が
国
芸
術
文
化
の
授
呉
に
及
辰
す

こ
と
を
謬
待
し
て
r

「
青
少
辱
芸
術
瓢
男
」
を
実
砧
し
た
が
、
こ
れ
を
、
本
年

度
は
r

オ
ペ
ラ
、
新
闘
p
交
響
楽
f
文
楽
、
箆
゜
狂
言
の
五
部
門
に
つ
い
て
公

漬
回
数
の
増
を
図
っ
て
東
京
お
よ
び
地
方
で
、
各
置
目
四
な
い
し
一
ハ
会
場
で
公

}

'

し

j
,Ì
 

話
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術
文
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い
て

詞
査
を
実
記
し
、
．

題
の
解
決
、
国
＝

営
贅
を
含
め
六
二
四
万
円
．
）
。
．

外
国
人
に
対
す
る
日
空
夏
忍
ー
』
の
『
冗
言
[

近
年
わ
が
国
の
国
犀
的
白
泣
か
同
上
し

な
る
忙
つ
汎
て
、
氾
辱
諸
曰
で
の
日
太
‘

1

．人

入
の
関
に
お
け
る
日
本
茫
学
習
の
い
こ
が

留
学
生
は
も
と
よ
り
r

経
芦
閲
係
そ
の
佗

は
、
い
よ
い
よ
増
加
し
て
い
る
。
一
般
外
団
人
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
現
・
廷

し
て
学
校
て
学
習
し
て
い
る
児
章
。
生
徒
そ
の
他
一

り

立

が

ら

日

本

語

ど

学

ん

で

い

る

外

曰

人

の

辰

か

、

日

系

人

の

子
弟
二
母
」
、
三
拉
〈
移
任
者
―
ニ
―
万
人
f
'
こ
の
う
ち
北
米
詞
五
〇
万
入
｝
ー
中

南
米
約
七

0
万
人
の
翌
求
か
特
に
酌
言
‘
0
)

、
①
一
時
的
塁
詞
で
完
外
に
鯰
在
し

て
い
る
日
本
入
の
子
弟
（
在
尻
子
鵡
約
六
、

0
0
0
人
）
、
家
．
仁
立
ふ
日
一
般

外
国
入
（
商
社
鰤
右
晨
や
技
術
奢
得
の
た
め
等
で
来
日
し
て
く
る
宕
言
―
―

-
0
万

人
）
、
さ
ら
に
惚
学
生
と
し
て
日
本
の
大
学
る
に
右
学
し
て
い
る
音
（
文
竺
省
E

]

学
生
、
陪
似
習
学
生
、
私
賢
習
学
生
の
計
＝
『
四
八
六
人
、
陵
か
に
こ
ニ
ロ
入
等

の
外
国
人
学
生
五
f
八
―
―
―
―
立
人
）
が
あ
る
。
そ
こ
で
~
，
こ
汎
ら
白
外
の
外
国
入

に
対
し
て
日
本
語
改
育
を
一
段
と
充
実
姜
化
す
る
こ
と
が
唸
謬
，
こ
の

た
め
、
従
釆
か
ら
、
外
国
人
の
た
め
のI碍
'
-
王
塁
ぷ
〖
，
芯
よ
び
言

9
-
9

刊
行
、
日
本
語
教
育
枠
関
お
よ
び
敦
設
者
の
言
巴
恥
査
、
日
三

の
実
厖
、
な
ら
び
に
視
均
覚
数
討
の
作
成
に
立
一
た
っ
て
き
た
が
、

に
こ
れ
ら
の
事
業
を
充
実
芸
化
す
る
（
六
i
i
-
i
―
一
方
円
）
。

国
詞
閉

な
い
よ
う
に
す
る
こ
函
語
告
匠
会
選

（
二
六
二
万
円
）
。
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賢

祖

て
い
る
が
、
四
和
四
i
.
'
一
年
四
可
に
'

こ

る
捻
防
全
文
ば
の
ふ
ち
ぞ
ぷ
年
に
戸
，
ら
叩
い
た
が
、
饗
子
戸
言
：

こ
、
五

0
（
し
万
円
勾
ご
さ
ピ
五
着
ヴ
匁
（
ご
五
〇
〇
万
円
）
に
し
二
り
只
疇
功

を
行
な
っ
。
こ
の
計
『
し
己
い
、
翌
芦
全
国
で
入
口
十
万
以
上

0
舌
百
三
十
亡
の

う
ち
公
立
文
化
広
設
末
飲
こ
の
六
十
砂
市
に
、
少
唸
く
と
も
各
i-
1

-

]

叩
翌
目
二
へ

に
設
置
促
進
を
図
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
国
中
央
に
く
ら
ベ
一
旦
的
に
信

□[

で
、
か
つ
格
差
が
中
央
と
地
方
、
守
'e

た
は
址
方
店
互
閏
て
碧
し
い
乏
方
芸
術
文

化
の
拓
輿
を
図
る
，
入
め
、
京
午
亡
訴
た
に
、
都
這
応
虞
賃
ー
百
委
員
会
が
主
憔
す

る
す
ぐ
れ
た
音
楽
、
演
閏
、
年
盆
叫
号
玄
霞
文
芸
等
の
芸
術
文
化
行
一
ど
に
つ
い

て
、
そ
の
認
費
の
う
ち
の
一
部
（
笥
的
対
象
認
ぽ
賃
の
認
謹
が
一
互

0
万
円
以
上

の
忍
の
に

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
ロ

央

よ

年
度
、

~
文

~
1

J
/
.
)
/

、?9
i

/

3

T

l
i

1
,
l

＝一ーご
5

ら
し
る
ら

，

ゥ

ー

し

／

，

ヽ

J
9

の
言
点

塁
言
5

る

た

め

、

次

て
み
よ
う
。

「

0
0
0万
円

（

新

琶

二

十

県

こ

予
立
）
（
『

-=-00
万
円
）

ご

こ

こ

＝

て

い

る

が

i

そ
の
こ
ど
」
心
亨
言
[
]
9
.
-

J
葵
る
目
応
で
、
口
戸
言
言
苧
閏
詮
百
寄
に
つ
い

て
悶
戸
言
三
一
｝
』
＇
m．
ら
意
見
陀
入
只
に
よ
っ
て
宕
見
戸
l

攻
．
桑
，
丁
る
と
と
も
に
、

’-） 
（
八
七
三
万
円
、
苛
弧
，
）

（

汀

五

0
0
万
円
、
本
年
度
六
千
万
円
）
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A

、
'
等

，

刃

ん
”
b

l
i〈

―
―
五
万
円
）
、
旧
箪
に
く
ら
ベ

た
め
の
入
旦
這
（
言
l

へ．）＇を．口ろ。

ぷ
6

冗Jン

r

□ご
こ
と
グ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
汀
冷
百
竺
己
宣
誓
―
-
『
の
一

て

の

明

国

百

竺

記

念

一

J

（

二

、

三

三

二

万

円

）

す

る

授

ど
―
―
―
ヽ
の
平
言
l
L
I
て
、

二

（

＝

『

J

と
言
汀
言
し
た
い
。

＼
 

つ

文
化
局
国
頸
文
化
読
か
可
管
す
る
国
摩
文
化

，
＂
ヽ
―
}
ま
、

一
ー
し
マ
・
｀
v

＞

こ

と

に

し

た

こ

四
こ
っ
い
て
D
目
討

＼
、
，
麿
万
喜
）
と
雲

{
-
{
-
I
.
,
'
-
9
,
C
へ1

-
”
-
L
-
.
9
-
『

~
~
 ン
ロ
（
．

こ

『

^

f

入

r
-J
―

-
‘
9
ー
~

へ

，’̂ 

ヽ

~
~
9
.
9

J
 

ア
｝
・
‘
一
，
一

夕

十
一
．
辱
~
一
月
十
一

}
,
J
 

.. 

ヽ

る
た
め
、
新
た
に
、
テ
レ
タ
イ
プ
、
万
鮨

グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
ア
イ
カ
メ
ラ
各
一
台
を
麿
入
（
六
五

0
万

日
）
し
、
．
言
話
交
摸
歳
f
]
設
置
〈
六
互
万
円
〉
ず
る
。
こ
の
ほ
か
、
新
聞

の
陪
い
一
一
認
学
前
児
章
の
言
語
詣
力
に
悶
す
る
全
国
詞
査
（
三
年
次
計
画

の
第
二
年
次
）
、
日
本
言
語
池
図
の
記
版
（
六
年
計
直
の
第
四
年
次
）
の
差
睾

業
等
を
本
年
度
に
引
続
き
実
誌
す
る
（
合
計
一
五
、
一
七
八
万
円
）
。

（
七
一
一
五
万
円
）

の
ほ
か
、
さ
き
記
も
送
べ
と
芸
術
院
会
員
の
年
金
や
芸
惰
院
賞
の
授
与
、
同
受

（
九
、
七
四
五
万
円
）
。

、
四
四
八
万
円
）
、

（
二
言
竺
言
）
~
、
さ
ら
に
、
特
別
展
と
し

て
の
プ
ー
ど
プ
ル
辰
（
三
、
六

0
六

万

円

）

事

諮

を

行

な

う

（
合
計
一
九
、
七
八
二
万
円
）
。

カ
の
向
上
を

・
ニ
国
を
宣
叩
区

て
「
一
宮
匹
デ
デ
イ
ン
の
畏
望
展
」
を
開
催
し
f
ま
た
本
年
度
の
独
立

こ
め
入
員
増
(
i
入
）
を
図
る
。

そ
れ
ら
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文 星ぃ
ダ

i

’
ー 霞ズ

二
1

ご
鱈
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長
い
歴
史
を
も
つ
わ
が
民
族
が
、
こ
の
国
土
の
中
に
あ
っ
て
つ
く
り
出
し
守

り
飼
え
て
来
た
数
多
く
の
文
化
を
、
今
日
の
拡
代
に
生
か
し
て
新
し
い
文
化
創

造
に
役
だ
て
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
菰
芙
紀
後
世
に
伝
え
、
学
術
。
芸
術
文
化
。

犀
史
の
青
拿
旱
な
資
料
と
す
る
こ
と
は
、
現
代
の
わ
れ
わ
汎
に
靡
せ
ら
れ
た
使
命

で
あ
る
。

文
化
財
保
瞑
行
政
は
、
こ
の
使
術
を
果
た
す
た
め
の
重
要
な
l

褒
と
し
て
、

着
実
忙
そ
の
仕
亭
を
進
め
て
行
か
ね
は
な
ら
な
い
。
明
年
度
は
総
予
算
三
十
八

億
三
千
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。
施
殷
関
係
の
当
然
減
を
除
く
と
、
実
質
前
年
度

比
―
二
。
五
彩
の
増
顎
と
な
る
の
で
、
吹
の
よ
う
な
重
点
事
項
を
中
心
と
し
て

施
策
の
い
っ
そ
う
の
揺
進
を
図
っ
て
ゆ
き
た
い
g

建
造
物
の
修
理
現
左
、
国
が
図
宝
や
重
要
文
化
財
と
し
て
摺
定
し
て
い
る

建
造
物
は
、
世
昇
最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ
る
法
腔
寺
の
金
堂
を
は
じ
め
と
し

ご
明
治
洋
風
建
築
に
至
る
ま
で
、
各
時
代
に
わ
た
っ
て
二
、
三

0
七
掠
を
数

え
る
。
こ
れ
ら
の
建
造
物
の
う
ち
の
大
郵
分
を
占
め
る
木
造
建
造
物
は
p
一
定

の
勘
閏
（
お
苓
む
ね
二
百
五
十
年
と
い
わ
れ
る
）
を
経
た
後
に
は
、
解
体
修
耳

あ
る
い
は
半
解
体
修
翠
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
こ
九
を
維
持
し
て
ゆ
か
ね
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
期
閲
内
に
も
屋
根
替
え
や
部
分
修
遮
を
数
回
行
な
う

必
要
が
あ
る
。

固
は
明
沿
一
二
十
年
古
祉
寺
保
存
怯
制
定
以
来
、
保
存
す
べ
き
建
造
唸
を
指
定

ず
る
作
業
と
、
篇
助
金
を
交
村
し
て
こ
れ
を
修
醒
す
る
事
業
と
を
着
々
と
進
め

て
き
た
。
そ
の
状
況
を
灼
比
し
た
の
が
第
一
図
で
あ
る
。
文
化
財
保
襲
法
施
行

国
宝
。
霊
要
文
化
財
の
修
理
防
災

- 6 7 -ン
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美

術

工

芸

品

の

防

災

美

術

工

警

詈

火

災

言

量

か

ら

護

る

た

め

に

は

二

つ

の

方

法

が

取

ら

仇

て

い

る

。

―

つ

は

可

在

し

て

い

る

建

物

に

防

災

胞

設

を

実

旋

す

る

方

法

、

も

う

―

つ

は

保

存

崖

収

聾

犀

な

ど

の

保

存

認

設

を

設

置

し

こ

れ

に

収

納

す

る

方

法

で

あ

る

。

最

近

で

は

、

そ

の

建

物

か

ら

動

か

せ

な

い

本

尊

っ

て

き

て

い

る

。

な

ど
ま

た

博

物

舘

に

寄

匠

し

て

低

存

を

図

っ

て

い

る

も

の

も

少

吹

く

な

い

。

文

化

財

傑

認

喫

己

制

定

以

来

防

災

謡

設

の

設

匠

九

一

件

、

施

設

の

改

修

尊

四

一

件

、

保

存

犀

紅

蔵

庫

等

の

建

設

二

三

三

件

を

実

揺

し

て

い

る

か

、

な

お

旅

殷

設

置

を

必

要

と

す

る

も

の

が

少

な

く

な

い

。

明

年

笈

は

前

年

度

比

三

％

増

の

一

億

一

千

万

円

が

計

上

さ

孔

て

ぢ

り

、

大

鼻

摸

の

収

麟

犀

と

し

て

は

可

年

度

か

ら

四

天

王

寺

、

日

吉

神

社

の

ほ

か

麿

拍

提

寺

の

収

蔵

庫

が

着

計

上

さ

れ

て

お

り

、

前

年

度

か

ら

の

鑑

続

事

業

と

あ

わ

呟

て

約

九

十

件

に

及

ぶ

の
こ

大

小

の

修

匡

が

予

定

さ

汎

て

い

る

。

該

原

三

伐

の

文

化

を

今

日

に

遺

す

平

泉

の

中

尊

寺

金

色

堂

r

嗚

瓢

で

名

高

い

日

光

の

本

池

堂

、

京

都

の

六

波

続

蜜

寺

本

堂

な

ど

は

．．
 
長

年

の

工

事

を

終

わ

り

明

年

度

竣

工

す

る

。

建

造

物

の

防

災

木

造

建

造

物

を

主

体

と

す

る

わ

が

国

の

指

定

建

造

胸

の

保

襲

の

た

め

に

は

特

に

防

次

の

た

め

の

旋

設

か

緊

要

で

あ

る

。

し

か

し

ま

だ

完

全

な

防

災

梅

設

の

整

備

を

完

了

し

た

も

の

は

全

体

の

三

分

の

一

に

過

ぎ

ず

、

ま

た

半

灰

以

上

は

施

設

を

設

置

す

る

に

至

っ

て

い

な

い

。

明

年

度

は

前

年

比

二

六

冤

増

の

二

億

七

千

八

百

万

円

の

需

助

翠

が

計

上

さ

れ

、

従

来

に

引

続

彦

鍔

合

応

な

防

災

設

術

の

進

も

ょ

く

を

図

る

と

と

も

に

、

特

に

咋

年

消

防

誌

の

政

令

改

正

に

よ

っ

て

文

化

財

建

造

物

に

裟

務

設

置

と

な

っ

た

め

の

袖

助

に

璽

点

を

お

い

て

実

施

す

る

。

美

術

工

芸

品

の

修

哩

彫

刻

：

絵

詞

二

工

芸

品

。

こ

現

在

、

国

炉

国

宝

や

重

要

文

化

財

に

指

定

し

て

い

る

り

f

明

治

以

来

国

の

翔

助

に

よ

っ

て

八

、

二

0
二

点

に

及

ん

で

い

る

。

廻

を

行

な

っ

こ

と

炉

必

要

で

あ

て

来

て

い

る

茄

、

ま

だ

第

二

図

の

示

す

よ

う

に

個

人

可

宥

の

も

の

を

険

い

て

も

未

修

廻

の

も

の

が

二

千

件

の

多

き

に

達

し

て

い

る

。

建

造

籾

の

場

合

と

異

な

り

文

化

財

炭

陵

声

施

汀

後

の

件

臥

は

魯

す

し

も

そ

れ

以

煎

よ

り

多

く

な

い

が

、

修

翌

の

技

術

は

最

近

の

科

学

技

術

の

進

歩

忙

よ

り

著

し

く

進

展

し

て

き

て

い

る

。

い

る

。

の

言

璽

な

課

題

の

一

っ

と

な

っ

て

一

賓

事

の

皇

七

百

万

円

の

撻

助

金

が

計

上

さ

]

し

4
1

十

六

件

の

修

坦

が

予

定

さ

れ

て

い

る

c

史

蹟

埋

蔵

文

化

財

な

ど

の

保

護

最

近

の

急

速

な

経

済

成

長

と

密

捩

に

関

遮

し

て

、

各

檻

の

閑

発

事

業

が

公

共

`

、

民

間

投

褒

の

両

面

か

ら

著

し

く

活

発

化

し

、

ま

た

こ

れ

に

と

も

な

い

人

ロ

の

邸

市

集

中

、

都

市

化

現

象

の

高

度

化

も

急

激

に

進

み

つ

つ

あ

る

。

わ

れ

わ

れ

の

生

活

を

よ

り

よ

く

ナ

る

た

め

の

こ

虹

ら

の

冒

発

や

進

展

は

景

た

し

て

本

来

の

方

向

に

沿

っ

て

正

し

く

進

め

ら

虹

て

い

る

で

あ

る

う

か

。

最

近

に

至

っ

て

公

害

の

問

慰

炉

大

き

く

取

り

上

げ

ち

れ

て

来

て

お

り

、

ま

た

ひ

ろ

く

緑

済

成

長

の

き

祉

会

詞

発

と

い

う

こ

と

も

叫

は

れ

つ

つ

あ

る

が

、

面

土

の

開

発

は

広

い

視

寄

に

立

っ

て

、

わ

虹

わ

九

な

ら

び

に

わ

仇

わ

九

の

子

孫

に

真

に

快

適

な

生

活

空

間

を

築

く

よ

う

計

国

性

を

持

っ

て

進

め

ら

れ

ね

は

な

ら

な

い

。

わ

が

国

の

歴

史

を

形

成

し

て

来

た

こ

の

風

土

、

歴

史

的

に

も

学

術

紺

に

も

価

値

の

高
こ

の

計

画

の

中

に

凋

和

を

保

も

つ

つ

取

り

ス

れ

ら

汎

ね

は

な

ら

な

い

こ

と

を

、

こ

料

を

は

ぐ

く

ん

で

来

た

自

然

を

含

め

て

最

近

の

急

滋

な

関

発

の

進

行

に

言

し

て

痛

切

応

感

ず

る

。

こ

の

頴

点

に

立

つ

と

き

文

化

財

の

保

護

、

特

に

史

麒

涅

蔵

文

化

菩

等

の

保

褻

は

ま

さ

し

く

本

来

の

意

味

で

の

適

切

な

開

発

の

一

環

と

し

て

こ

九

を

と

ら

え

そ

の

推

進

を

図

る

べ

き

で

あ

ろ

う

。

関

発

と

文

化

財

の

保

霞

が

現

象

的

に

は

対

立

し

た

形

で

と

ら

え

ら

れ

る

こ

と

が

多

い

が

、

よ

り

高

次

の

次

元

で

は

こ

九

を

止

揚

し

た

観

点

か

ら

の

施

策

が

取

ら

れ

ね

ば

な

ら

な

い

の

で

あ

る

。

史

蹟

等

の

公

有

化

詞

在

国

で

指

定

し

て

い

る

史

崖

を

保

談

す

る

と

と

も

に

、

開

発

に

際

し

て

破

壊

さ

れ

よ

う

と

し

て

い

る

選

蹟

の

う

ち

霞

要

な

も

の

を

第2図
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美術工芸品修理状況

工

す

る

予

定

で

あ

る

。

解

体

9

め

の
補
助
金
と
し
て
、
明
年
度
は
酋
年
比
五
•
四
鉛
増
の
五
億
六
千
六
百
万
円
が

造

物

の

指

定

が

こ

れ

か

ら

の

主

な

作

業

と

し

て

残

さ

れ

て

い

る

）

一

、

0
0
0棟にの
ぼ

り

、

今

羨

さ

ら

に

そ

の

事

業

を

批

進

し

て

ゆ

か

な

げ

丘

は

な

ら

な

い

（

な

お

指

定

は

今

後

も

つ

づ

け

ら

れ

る

炉

、

室

可

峙

代

以

前

の

主

要

注

も

の

に

つ

い

て

は

ほ

ぼ

完

了

し

、

江

戸

時

代

以

降

の

冷

の

特

に

民

家

や

明

治

建

て

い

る

心

の

が

、

建造物詣定 a修逗状況（棟数）

法
時

30 40 

」

年・

- 68 -



第3図

総

面

讀

七

〇

万

平

方

メ

ー

ト

ル

、

一

十

億

円

に

及

ん

で

い

る

。

国
立
奈
良
文
化
尉
研
究
所
の
平
城
宮
跡
発
掘
薗
査
部
に
よ
る
詞
査
も
葦
、
べ
と
追

み
、
多
く
の
宮
殿
や
官
街
の
跡
が
明
ら
か
に
さ
れ
当
時
の
木
簡
、
井
戸
用
具

な
ど
雲
言
万
文
化
財
が
発
掘
さ
虹
て
い
る
。
瓢
査
後
の
誓
怖
事
業
、
宮
殿
等
の

模
製
製
作
、
遣
鱈
覆
屋
建
設
な
ど
も
進
め
ら
九
て
お
り
、
明
辱
戻
か
ら
発
掘
遣

物
を
保
管
辰
示
す
る
た
め
の
旅
設
の
建
設
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
り
、
明
年
度

分
と
し
て
可
千
六
百
万
円
か
計
上
さ
訊
た
。
な
お
、
最
近
の
調
査
で
宮
跡
は
従

来
の
方
八
町
で
な
く
、
北
の
部
分
は
さ
ら
に
東
方
に
延
び
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
汎
る
に
至
り
新
た
な
閏
題
を
提
起
し
て
い
る
o

.

胃
記
念
物
の
保
震
学
術
上
価
値
の
高
い
励
櫃
物
や
池
質
鉱
物
の
保
瞑
も

魔
至
の
進
行
と
も
関
連
し
て
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
絶
滅
に
ひ
ん
し
て
い
る
ト

キ
、
「
一
ウ
ノ
ト
リ
な
ど
の
保
護
増
殖
、
鼠
光
の
た
め
荒
さ
虹
る
恐
九
の
あ
る
尾

噸
な
ど
の
保
護
を
は
じ
め
と
す
る
幾
多
の
保
髄
増
殖
の
た
め
の
祠
助
金
と
し
て

干
七
百
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
保
存
の
基
礎
資
料
と
し
て
の
動
楡
物

分
布
の
緊
急
瓢
査
繍
助
金
r

そ
の
詰
呆
と
し
て
の
図
譜
の
刊
行
費
も
計
上
さ
れ

て
い
る
。

な
お
、
自
然
の
保
護
は
学
術
上
の
必
要
の
ほ
か
、
わ
九
わ
れ
の
生
活
の
必
要

か
ら
も
、
犀
史
的
風
土
の
保
存
と
い
う
観
点
と
あ
わ
せ
て
今
日
の
大
き
な
課
題

で
あ
り
、
文
化
財
保
顆
の
仕
事
も
そ
の
一
環
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
ね

は
な
ら
ぬ
面
が
多
い
足
将
来
は
さ
ら
に
広
い
視
野
で
総
合
的
諒
策
が
別
途
に

真
剣
に
考
え
ら
訊
ね
は
な
ら
な
い
JO
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緊
急
に
指
定
し
て
保
存
す
る
こ
と
が
今
日
の
で
あ
る
が
、
根
本
的

に
は
、
こ
れ
を
公
有
化
し
て
保
存
ず
る
以
外
に
は
完
全
な
方
策
が
な
い
。
従
来

は
現
状
変
更
の
制
ぽ
と
い
う
規
聞
で
お
お
む
ね
こ
れ
を
俣
存
す
る
こ
と
が
で
き

た
か
、
現
実
の
宅
珀
、
）
ュ
路
そ
の
侶
の
度
業
用
地
と
し
て
の
利
用
価
値
を
抑

え
る
こ
と
は
r

そ
虹
が
民
有
地
で
あ
る
以
上
き
わ
め
て
国
錦
な
現
状
応
あ
る
c

加
速
度
的
に
進
行
す
る
各
覆
開
発
の
事
業
に
対
処
す
る
に
は
、
こ
れ
を
公
有
地

と
し
て
保
存
し
、
真
の
開
癸
の
一
環
に
組
み
入
九
ね
咽
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
公
有
ー
主
と
し
て
市
町
村
ー
化
の
た
め
の
史
蹟
員
上
げ
の
国
の
筒
助
金
応

対
す
る
要
望
は
、
開
発
の
進
行
に
と
も
な
っ
て
、
ま
た
関
係
の
県
や
当
亭
者
で

あ
る
宦
町
村
の
認
認
の
高
ま
り
と
謬
ま
っ
て
急
汲
に
増
加
し
て
い
る
e

史
蹟
買

上
げ
幡
助
金
は
四
十
年
度
六
千
万
円
、
四
十
一
年
度
一
倍
五
千
万
円
、
四
十
二

年
度
二
億
九
千
七
百
万
円
と
刑
幻
的
忙
闊
加
し
、
四
十
三
年
度
は
煎
年
度
9』
-
i
-

0
％
増
の
三
簿
八
千
三
百
万
円
が
計
上
さ
汎
て
い
る
。
し
か
し
多
信
の
要
望
に

対
し
て
は
ま
だ
き
わ
め
て
不
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
あ
り
、
今
後
い
っ
そ
う
の
増
加
を

必
要
と
す
る
。
多
賀
城
跡
r

武
蔵
匡
分
寺
揺
、
大
宰
冑
跡
な
ど
、
大
規
模
の
土

埠
買
上
け
は
明
年
度
も
慕
汀
さ
九
る
ほ
か
、
そ
の
侶
の
一
『
『
急
の
買
上
げ
袖
助
が

実
揺
さ
汎
る
。

史
蹟
の
環
境
翌
菅
従
来
史
麒
は
今
日
因
さ
汎
た
ま
ま
の
姿
で
、
競
草
を
払

い
潜
摺
す
る
涅
度
の
整
備
に
と
ど
め
、
手
を
つ
け
ず
忙
保
存
す
る
と
い
う
方
針

が
取
ら
九
て
い
た
。
数
年
酋
か
ら
は
こ
れ
に
対
し
て
、
ひ
ろ
く
国
民
す
べ
て
が

史
蹟
と
し
て
の
価
値
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
先
入
の
残
し
た
文
化
的
遺
産
に

か
て

今
日
の
わ
わ
わ
汎
の
も
の
と
し
て
鵜
し
み
r

生
活
の
諷
と
し
う
る
形
に
整
傭
し

て
保
存
す
る
と
い
う
方
向
か
取
ら
仇
る
に
至
っ
た
。
峰
賢
芝
張
、
椙
裁
を
行

な
い
、
基
塁
や
柱
跡
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
の
裏
境
聖
俯
を
行
な
い
、
都
市
計

万
止

む

を

得

ぬ

も

の

て

お

り

、

明

年

度

は

前
年
比
ニ
ニ
鯰
増
の
六
千
三
百
万
円
が
計
上
さ
汎
た
ほ
か
．
~
墨
腐
文
化
財
髭
亨

の
た
め
の
専
門
家
の
養
成
誨
習
の
経
費
が
計
上
さ
九
た
。

平
城
宮
跡
の
買
上
げ
と
羞
窟
奈
良
の
古
都
平
峨
京
の
宮
跡
は
幸
い
に
し
て

全
域
の
大
半
が
鼓
壊
を
免
か
仇
て
今
日
に
残
っ
て
お
り
宮
跡
と
し
て
批
昇
的
価

直
の
あ
る
追
跡
で
あ
る
。
国
は
昭
詞
一
二
十
八
年
以
来
、
国
有
地
と
し
て
こ
れ
を

宥
．
上
げ
て
来
た
が
、
明
年
度
を
も
っ
て
指
定
均

囲
や
宅
地
造
成
な
ど
の
際
応
も
公
園
、
緑
池
と
し
て
積
匡
的
な
形
で
こ
れ
に
取

り
入
仇
る
施
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
の
證
助
金
は
明
年
度
は
前
年

比
三

0
％
増
の
五
千
八
百
万
円
が
計
上
さ
れ
、
従
来
か
ら
の
揺
続
で
あ
る
下
野

国
分
尼
寺
跡
、
萩
城
城
下
町
、
元
冠
防
塁
な
ど
の
ほ
か
、
断
競
の
事
業
も
着
手

さ
汎
る
e

,

第
三
図
は
、
そ
の
一
っ
で
あ
る
兵
庫
県
芸
水
に
あ
る
前
方
後
円
壊
「
五
己
塚
」

の
環
境
誓
信
の
完
成
予
想
図
で
五
年
計
画
鯰
弩
贅
六
千
万
円
を
も
っ
て
目
下
整

隔
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
、
普
適
見
ら
れ
る
古
壕
の
姿
と
異
な
り
嵩
木
を
炭
採

し
、
葦
石
を
積
み
直
し
、
埴
論
を
め
ぐ
ら
ず
な
ど
白
填
の
当
痣
の
姿
を
復
元
し

よ
う
と
い
う
事
業
で
あ
る
。
ま
た
遺
疇
を
中
心
に
賣
髭
館
を
建
て
f
民
家
集
落

そ
の
他
を
集
め
る
な
ご
の
誓
薗
を
行
な
う
「
風
土
記
の
丘
」
も
褒
覧
整
徽
事
業

と
し
て
ず
で
に
宮
随
の
西
都
原
古
填
群
、
埼
玉
県
行
阿
の
埼
玉
古
壕
群
を
中
心

に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
明
年
度
ほ
第
三
号
と
し
て

群
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

緊
急
網
差
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・
エ
芸
技
術
な
ど
で
歴
史
上
芸
術
上
特
に
価
筐
の
高
い
も
の
を

国
は
重
要
無
形
文
化
屈
に
摺
定
す
る
と
と
も
に
＼
そ
の
保
持
者
を
認
定
し
て
特

別
助
成
金
を
交
付
す
る
ほ
か
、
記
楽
。
古
嗅
集
罰
・
歌
雰
伎
・
文
楽
等
の
芸

餡
、
小
千
谷
紺
起
後
上
百
＇
沈
企
言
絵
，
餌
勢
型
紙
。
漆
芸
。
染
織
・
久
留
米

絣
等
の
工
芸
に
対
し
て
は
伝
柔
考
養
成
事
業
の
箭
助
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た

芸
詣
を
公
開
す
る
こ
と
は
そ
の
活
用
を
図
る
こ
と
と
な
る
の
は
も
と
よ
り
、
誰

持
俣
存
の
た
め
に
も
必
要
で
あ
公
開
事
業
に
対
ず
る
幡
訪
を
行
な
っ
て
お

り
、
工
芸
に
つ
い
て
4

点

旱

均

の

日

本

伝

統

工

芸

辰
や
伝
統
工
芸
秀
作
歴
に
対
し

文
化
財
は
一
庁
有
者
、
池
方
公
共
国
体
お
よ
び
国
が
そ
の
保
襲
の
責
を
そ
れ
ぞ

れ
の
立
楊
で
食
っ
て
い
る
が
、
ひ
ろ
く
国
民
す
べ
て
が
そ
の
価
値
を
認
顕
し

ご
国
民
全
休
の
刷
産
と
し
て
f
こ
れ
を
守
り
後
樅
に
伍
え
る
鶉
謗
が
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
7

も
な
い
。
文
化
財
の
価
値
を
広
く
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
こ
れ

を
促
談
す
る
橙
遮
言
言
す
る
た
め
に
、
図
は
文
化
財
の
公
開
に
つ
い
て
の
諸

招
置
を
諮
じ
た
り
、
刊
行
蒻
映
画
、
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
し
た
り
し
て
い
る
ほ

か
、
昭
和
四
十
一
年
度
か
ら
は
文
化
財
愛
襲
モ
デ
ル
池
区
を
設
定
し
、
地
域
活

動
と
し
て
の
受
翫
活
動
を
促
追
し
て
い
る
。
明
年
度
は
従
来
の
二
十
地
区
を
菰

充
し
、
全
国
三
十
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
す
る
と
と
も
に
愛
履
の
た
め
の

研
究
集
会
を
愕
催
す
る
た
め
の
予
算
三
百
三
十
万
円
髯
計
上
さ
汎
て
い
る
。

国
立
劇
楊
は
発
足
以
来
順
調
な
歩
み
を
つ
づ
け
伍
統
芸
能
の
公
開
の
筏
か
克

伍
承
者
の
養
成
・
詞
査
研
究
に
も
着
手
し
て
い
る
が
、
明
年
度
は
運
営
費
お
よ

び
施
設
贅
と
し
て
国
か
ら
四
億
二
千
二
百
万
円
を
捕
助
す
る
。

国
立
檸
物
銅
等
の
整
備

諸
外
国
に
す
ぐ
れ
た
揺
設
が
あ
り
な
が
ら
f
巨
本
に
は
じ
ゅ
ら
ぶ
ん
な
詫
設

の
な
か
っ
た
東
洋
美
術
の
保
管
辰
示
な
ら
び
に
鯛
査
研
究
を
行
な
う
た
め
の
、

東
京
国
立
博
物
館
の
東
洋
組
が
い
よ
い
よ
本
年
十
月
院
餡
す
る
。
こ
こ
に
は
国

際
的
辰
示
場
も
併
設
さ
れ
f
総
面
積
一
万
二
千
九
百
平
方
メ
ー
ト
竺
総
工
費

十
七
億
六
千
万
円
の
旋
設
で
｛
、
こ
れ
茫
伴
う
人
員
二
十
一
名
の
増
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

一
咋
年
完
成
し
た
新
飼
を
中
心
に
造
閲
も
完
成
し
、
面

目
一
新
し
て
古
謡
京
都
の
古
美
術
の
新
し
い
中
心
と
し
て
の
形
か
と
と
の
え
ら

れ
、
明
年
は
旧
館
の
整
償
が
引
つ
づ
き
行
な
わ
れ
る
。
奈
良
国
立
博
拗
館
で
は

建
設
す
る
予
算
炉
計
上
さ
れ
、

っ
た
新
陳
冽
館
を
明
年
度
か
ら
二
年
計
面
で
哀
在
の
構
内
に

,
9
 

な
い
う
る
日
応
期
待
さ
れ
て
い
る
。

東
京
国
立
文
化
財
研
究
可
で
は
美
術
a

芸
鮨
3

胴
査
の
呈
費
が
計
上
さ
甕

三
函
謡
門
に
よ
る

つ
づ
け
ら
料
~
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

国
立
麿
史
博
雙
芦
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
‘

忙
引
つ

こ
と
と
な
っ
て
ハ
る
。

、ー

（
文
化
財
保
髄
委
員
会
事
諮
局
吹
長
j

熊
形
文
化
財
の
保
護
と
国
立
劇
揚
の
運
営

文
化
財
の
保
箆
思
想
の
曽
及
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人
物
を
中
心
と
し
た
神
奈
川
県
教
育
郷
土
史

神
奈
川
県
教
育
委
員
会

〔
随
想
〕
「
思
い
つ
く
ま
ま
」

私
の
み
た
現
代
学
生
の
特
質

＊
立
教
大
学
学
長

〔
座
談
会
〕

「
学
生
・
大
学
・
社
会
」

現
代
学
生
の
社
会
・
経
済
的
背
景

外
国
の
学
生
と
社
会
出
身
層

〔
現
場
の
教
育
問
題
〕

「
分
校
教
育
の
問
題
点
」

〔
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス
〕

〔
特
殊
法
人
紹
介
②
〕

〔
連
載
第
九
回
〕

投
稿
：
・
：
大
崎
直
蔵

解
説
…
•
•
初
中
局
地
方
課

·
:
·
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
大
臣
宣
房
調
査
課

日
本
育
英
会

（
出
席
者
）
滝
川
春
雄
他
学
生

（
司
会
）
・
朱
牟
田
夏
雄
・

＊
東
京
大
学
文
学
部
事
務
長

I

'次
号

●

目

次

金

倉

園

照

大
学
学
術
局
学
生
課
長

大
臣
宣
房
調
査
課

■
編
集
後
記
圃

＊
今
年
も
予
算
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
本
号
で
も
例
年
の
と
お
り

「
昭
和
4
3
年
度
文
教
行
政
の
展

望
」
を
特
集
い
た
し
ま
し
た
。

＊
ま
ず
、
明
治
百
年
の
記
念
す

べ
き
昭
和
4
3
年
度
の
文
教
施
策

全
般
に
わ
た
っ
て
、
官
房
長
か

ら
そ
の
特
色
と
重
点
に
つ
い

て
、
次
い
で
初
等
中
等
教
育
を

は
じ
め
と
す
る
各
局
課
の
重
要

施
策
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
担

当
の
方
々
か
ら
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

＊
昭
和
4
3
年
度
の
文
部
省
所
管

の
予
算
要
求
額
の
純
計
は
六
千

九
百
八
十
三
億
六
千
七
百
万

円
、
前
年
度
の
当
初
予
算
に
比

べ
て
1
1
1
•一
％
の
伸
び
率
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
内

容
的
に
み
ま
す
と
、
’
教
育
・
学

術
・
文
化
の
各
分
野
に
わ
た
っ

て
従
来
か
ら
の
既
定
の
施
策
を

さ
ら
に
拡
充
し
、
ま
た
新
し
い

重
要
施
策
を
展
開
し
う
る
も
の

と
な
っ
て
お
り
、
文
教
施
策
の

進
辰
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま

す。＊
長
い
間
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま

し
た
「
教
育
用
語
」
を
や
め
、

そ
の
か
わ
り
と
し
て
「
海
外
教

育
―
―
ユ
ー
ス
」
の
頁
を
設
け
、

最
近
の
一
ー
ユ
ー
ス
を
毎
号
掲
載

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

ご
期
待
下
さ
い
。

MEJ 94g 月刊『文部時報』 3月号 第1088号

文 部
発行所株式会社 帝国池方行政学会

本社東京都中央区銀座西7丁目 1番池

（営業所） 東京都新宿区西五軒町 52番地

電話東京(268)2141（代表）

振替口座東京10,00蹟き

印刷所株式会社行政学会印刷所

著
所有 省

昭和43年3月5日印刷

昭和43年3月10日発行

定価 70円(〒 6円）

年間購購料 840円

＊ 一年分前金の場合は、送料は当社負担でお送

りします。

＊ ただし、増大号、臨時号の楊合は別に代金を

申しうけます。なお、購読の申し込みは、直接

営業所またはもよりの書店にお願いします。

- 96 -


	文部時報（第1088号：昭和43年3月）
	昭和43年度文教行政の展望
	芸術文化の振興
	文化財保護の推進

	奥付




